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みんなで勇んで、
　みんなでつくる、

優しさと笑顔あふれる大会を

教祖140年祭学生おぢばがえり大会

　

先
日
、
教
祖
140
年
祭
が

つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
例

年
の
「
春
の
学
生
お
ぢ
ば

が
え
り
」
は
、「
教
祖
140
年

祭
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大

会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

静
岡
教
区
学
生
会
で
は
、

１
支
部
５
人
、
全
体
で
55

人
の
参
加
者
を
目
指
し
て

動
員
を
し
て
い
ま
す
。
先

日
、
各
教
会
に
チ
ラ
シ
を

お
配
り
し
、
同
時
に
学
生

同
士
の
繋
が
り
か
ら
も
広

報
、
声
か
け
を
精
力
的
に

進
め
て
い
ま
す
。

　

学
生
会
は
、
お
道
の
将

来
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
と
同
時
に
、
多
感
な
時

期
に
お
道
の
学
生
が
繋
が

り
あ
う
こ
と
で
、
同
じ
お

道
を
通
る
一
生
の
仲
間
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
大

切
な
場
で
す
。

　

私
は
、
大
学
生
当
時
、

学
生
会
が
嫌
い
で
直
属
の

集
ま
り
に
も
参
加
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
祖
父
の
勧
め
で

「
学
生
生
徒
修
養
会
大
学

の
部
」
に
嫌
々
参
加
し
た

の
で
す
。
本
当
に
嫌
で
し

た
が
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
同
級
生
が
真
剣
に
お
道

に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
姿

を
見
た
り
、
廊
下
で
夜
を

徹
し
て
語
っ
た
時
間
は
私

を
大
き
く
お
道
に
引
き
寄

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
の
友
人
は
互
い
に
教
会

長
と
な
り
、
今
で
は
居
酒

屋
で
お
酒
を
飲
み
な
が
ら

相
変
わ
ら
ず
お
道
を
熱
く

語
る
仲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
も
、
学
生
会
の
活
動

に
参
加
し
た
か
ら
こ
そ
の

繋
が
り
な
の
で
す
。

　

大
げ
さ
で
す
が
お
道
の

将
来
は
、
今
の
学
生
達
に

い
か
に
お
道
と
触
れ
合
っ

て
も
ら
え
る
か
。
そ
し
て
、

繋
が
り
合
え
る
か
に
掛

か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
10
年
に
一
度
の

「
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大

会
」
で
す
。
先
生
方
の
お

力
添
え
を
頂
き
、
大
勢
で

参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
出

会
い
、
繋
が
り
を
築
く
場

に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

近
く
に
い
る
学
生
さ
ん

に
お
声
が
け
の
程
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

学
生
担
当
委
員
長岡

野
多
吉

併
催
行
事

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

日
時
：
立
教
189
年
４
月

　
　
　

25
日
14
：
00
よ
り

場
所
：
お
や
さ
と
や
か
た

　
　
　

南
右
第
2
棟
4
階 

　
　
　

陽
気
ホ
ー
ル

大
会
を
彩
る
様
々
な
演
目

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。
入
場
無
料
で
す
。

ア
ー
ト
展
示

ま
ぁ
る
く 

つ
な
が
る

ア
ー
ト
の
森

期
間
：
立
教
189
年
3
月

　
　
　

25
日
～
４
月
27
日

場
所
：
お
や
さ
と
や
か
た

　
　
　

南
右
第
２
棟
１
階

障
が
い
の
あ
る
方
々
に
よ

る
絵
画
、
書
道
、
写
真
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
入
場

無
料
で
す
。
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境
内
地
拡
張
承
認
願
１
件

２
月
26
日

　

和
地
分
教
会
（
山
名
）

境
内
地
及
境
内
建
物
拡
張

承
認
願　
　
　
　
　

１
件

８
月
30
日

　

大
富
士
分
教
会（
沼
津
）

飛
地
境
内
地
承
認
願
１
件

２
月
３
日

　

南
清
龍
分
教
会（
佐
野
原
）

基
本
財
産
処
分
承
認
願２

件

５
月
26
日

　

梅
伊
豆
分
教
会（
梅
谷
）

９
月
26
日

　

瀬
戸
川
分
教
会（
益
津
）

基
本
財
産
一
部
処
分
承
認

願　
　
　
　
　
　
　

１
件

７
月
25
日

　

麻
機
分
教
会
（
沼
津
）

特
命
代
表
役
員
任
命
願２

件

２
月
28
日

　

部
田
分
教
会
（
山
名
）

４
月
９
日

　

梅
伊
豆
分
教
会（
梅
谷
）

特
命
代
表
役
員
辞
職
願１

件

２
月
25
日

　

沼
津
大
教
会
（
本
部
）

宗
教
法
人
合
併
承
認
願７

件

２
月
14
日

　

田
子
港
・
奥
仁
科

　

→
北
豆

　

小
山
町
→
佐
野
原

６
月
11
日

　

愛
遠
州
→
愛
遠

６
月
26
日

　

愛
北
→
愛
遠

９
月
17
日

　

愛
甲
→
益
津

９
月
26
日

　

瀬
戸
川
→
益
津

９
月
26
日

　

大
島
岡
田
→
伊
東

願
書
提
出

◎
事
情
願
書

（
お
運
び
を
伴
う
願
書
）

締
め
切
り
日

　

お
運
び
希
望
月
の
前
月

　

20
日
ま
で
に
提
出
下
さ

　

い
。
前
も
っ
て
教
区
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
法
人
願
書

　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

　

教
区
お
う
た
合
唱
団
は

去
る
12
月
19
日
、
浜
松
市

鴨
江
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

て
、
本
年
６
月
７
日
に
行

わ
れ
る
「
第
62
回
歌
う
一

手
一
つ
」
出
演
に
向
け
て

合
同
練
習
を
開
催
し
た
。

昨
年
6
月
の
「
第
61
回
歌

う
一
手
一
つ
」
出
演
の
後
、

本
年
に
向
け
て
出
演
曲
目

を
7
月
に
は
決
定
し
、
教

区
内
の
3
つ
の
合
唱
団

（
東
部
コ
ー
ル
ジ
ョ
イ
ア

ス
、
中
部
ジ
ョ
リ
フ
レ
ー

ル
、
西
部
の
浜
松
ア
ヴ
ァ

ン
テ
ィ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
練

習
を
重
ね
て
き
た
。
今
回

は
教
務
支
庁
で
な
く
、
浜

松
お
う
た
合
唱
団
ア
ヴ
ァ

ン
テ
ィ
の
練
習
場
所
で
あ

る
「
鴨
江
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
会
場
に
、
東

部
、
中
部
、
西
部
の
合
唱

団
が
集
い
、
ア
ヴ
ァ
ン

テ
ィ
の
指
揮
者
、
鎌
田
恵

美
子
先
生
、
ピ
ア
ノ
伴
奏

者
小
野
裕
子
先
生
を
講
師

と
し
て
行
わ
れ
、
お
う
た

４
番
「
画
竜
点
睛
」（
林
雄

一
郎
作
曲
）、混
声
合
唱
組

曲
「
筑
後
川
」（
丸
山
豊
作

詞
・
團
伊
玖
磨
作
曲
）
よ

り
、
4
「
河
口
」
を
練
習

し
た
。
パ
ー
ト
ご
と
音
程
、

リ
ズ
ム
、
全
体
バ
ラ
ン
ス

を
確
認
し
な
が
ら
練
習
を

進
め
、
第
１
回
目
の
合
同

練
習
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
パ
ー
ト
ご
と
の
課
題
を

確
認
、
日
頃
の
練
習
に
活

か
し
そ
う
と
誓
い
、
６
月

の
本
番
へ
の
大
き
な
ス

テ
ッ
プ
と
な
っ
た
。

教
区
合
唱
団
員
募
集

　

静
岡
教
区
で
は
東
部
・

中
部
・
西
部
３
つ
の
地
域

に
分
け
て
練
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。

「
お
う
た
」
を
は
じ
め
、

お
道
の
歌
、
ま
た
、
一
般

の
合
唱
曲
も
楽
し
く
そ
れ

ぞ
れ
の
合
唱
団
で
練
習
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
年
数
回
、
教
務
支

庁
で
の
合
同
練
習
や
懇
親

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

発
表
の
場
と
し
て
、
今

年
は
６
月
７
日
（
日
）
に

お
ぢ
ば
で
行
わ
れ
る
「
第

62
回
歌
う
一
手
一
つ
」
に

教
区
合
唱
団
と
し
て
出
演

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
教
内
で
行
わ
れ
る

「
お
う
た
演
奏
会
」
の
賛

助
出
演
、
県
内
の
教
内
外

の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
演
し

て
い
ま
す
。
是
非
と
も
お

気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

特
に
若
い
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

各
合
唱
団
に
つ
い
て
、

教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と

で
の
合
唱
団
員
募
集
の

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

 
事
情
願
書

任
命
願
・
臨
時
祭
典
願７

件

教
区
経
由
日

２
月
25
日

　

島
鮮
分
教
会
（
髙
安
）

　

今
泉
分
教
会
（
沼
津
）

３
月
25
日

　

沼
津
大
教
会
（
本
部
）

３
月
30
日

　

本
磐
分
教
会
（
本
芝
）

４
月
29
日

　

敷
知
分
教
会
（
敷
島
）

６
月
１
日

　

香
貫
分
教
会
（
沼
津
）

９
月
26
日

　

愛
塚
分
教
会
（
愛
静
）

恒
例
祭
日
変
更
願　

１
件

３
月
30
日

　

本
磐
分
教
会
（
髙
安
）

建
築
模
様
替
願　
　

１
件

６
月
１
日

　

香
貫
分
教
会
（
沼
津
）

 

法
人
願
書

境
内
地
承
認
願　
　

１
件

５
月
26
日

　

龍
川
分
教
会
（
山
名
）

令
和
７
年
教
務
統
計

教
区
お
う
た
合
唱
団
、

歌
う
一
手
一
つ
に
向

け
て
始
動
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静岡教区　道の教職員の集い

教育フォーラム
5 感を使ったコミュニケーションで

子どもの特性を知るコツ
～ピアサポートに学ぶ～

■主　催　　：　　天理教静岡教区「道の教職員の集い」

■日　時　　：　　令和８年３月１日（日）13：00 ～ 15：00

■会　場　　：　　天理教静岡教務支庁

　　　　　　　　　〒 425-0013　焼津市岡当目字村北１番地

　　　　　　　　　TEL 054-626-1333　FAX 054-628-4615

■対　象　　：　　教育関係者に限らず、どなたでも参加できます。

■研修内容　：　　「５感を使ったコミュニケーションで子どもの特性を知るコツ」

■申し込み方法：　　①郵便又は FAX で所定の申込用紙より教務支庁に申し込んでください。

　　　　　　　　　② e-mail での申し込みは 　yamaten-k@tx.thn.ne.jp

　　　　　　　　　　まで住所、氏名、年齢、電話番号をお知らせください。

　　　　　　　　　　個人情報の取り扱いについては漏洩のないように十分に注意します。

■参加費　　：　　無料

■託児所はございませんので、小さなお子様のご来場はご遠慮ください。

■講師紹介：山口権治（やまぐち けんじ）

　資格 公認心理師・イライラしない子育て講座 講演講師、学校カウンセラー

　著書 『ピア・サポートを生かした学級づくりプログラム』（明治図書出版）

　　　 『不登校・いじめをおこさない集団作り』（モラロジー研究所）

　アメリカの心理学者メラビアンが提唱した法則では、人と人と
がコミュニケーションを図る際、相手に与える割合は、言語情報
は７％、視覚情報は５５％、聴覚情報は３７％と言われています。
実に伝わる情報の９７％は言葉を使わない非言語です。この講座
では５感を活用し非言語のコミュニケーションを通じて子どもの
特性を知り、効果的な指導法や学習法のコツを学びます。
　このコツは子どもばかりでなく大人にも有効です。多くの方の
ご参加をお待ちしています。
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